
リンク元コンテキストを考慮するハイパーリンク
重要箇所同定法

小谷忠史��岩沼宏治���鍋島英知��

概要� 現在，インターネット上には膨大な量の情報が溢れており，ユーザが必要な情報に効率的にア

クセスすることを支援する技術が求められている．ユーザが閲覧中の��� ページの重要箇所を自動

的に提示できれば，要点の迅速な把握が可能となる．本論文では，ハイパーリンクを辿る際のコンテ

キストを考慮し，リンク先ページを解析することで重要箇所の同定する手法を提案する．評価実験の

結果，ニュースサイトの記事抽出において良好な結果が得られた．
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� はじめに

現在，インターネット上には膨大な量の情報が溢

れており，ユーザが自身の目的にあった価値ある情

報を効率良く見つけ出すことはますます困難になっ

てきている．ユーザは必要な情報を入手するために，

通常，!�����や "���# などの検索エンジンを利用

して情報が含まれている���ページを絞り込み，そ

れらを閲覧しながら情報を獲得していく．また時事

問題等の新鮮な情報は，ニュースサイト等を閲覧す

ることにより獲得している．多くの場合，目的の情

報にたどり着くまでにユーザは数多くの ��� ペー

ジを閲覧することになる．効率の良い情報獲得のた

めには，検索エンジンが適切な ��� ページをユー

ザに提示するだけでなく，ユーザが閲覧中の ���
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ページの重要箇所を特定することも重要である．

そこで我々は，��� ページ上のハイパーリンク

を辿る際に，リンク元のコンテキストを考慮するこ

とにより，リンク先 ��� ページにおいて最も重要

であろう内容が書かれている部分箇所を自動的に同

定する手法を提案する．

例えば，ニュースサイトにおいて $松井の打点，

トップに１差% と記述されているハイパーリンクを

辿る場合，リンク先のページにおいてユーザが閲覧

したい情報はその記事の詳細であり，他の記事や広

告等には興味がない．また，ハイパーリンクが $続

き%や $記事全文%と記述されていた場合には，ユー

ザはそのリンクの前後の文脈（コンテキスト）から

リンク先のページにある記事を推定し，興味があれ

ば，その記事の詳細のみを閲覧したい．

人間はコンテキストを容易に理解することができ

るが，機械にコンテキストを理解させるためには高

度な自然言語処理が必要であり困難である．そこで

我々は，ハイパーリンクを辿る際のコンテキストを，

&

研究会Temp
社団法人 情報処理学会 研究報告IPSJ SIG Technical Report

研究会Temp 
2003－DD－39　　(1)

研究会Temp 
2003／5／23

研究会Temp 
－1－



表 &' 実験対象の ��� サイト

サイト名 リンク数 ()*

������� &+, �		�'--�����������-

��� ���� &,. �		�'--������������/�-

リンクの前後の文字列として単純に定義する．そし

て，そのコンテキストと最も類似度の高いリンク先

ページの部分箇所をユーザに提示する．システムを

実装し，評価実験の結果，多くのニュースサイトに

おいて良好な結果を得ることができた．

本論文の構成は以下の通りである．まず 0章にお

いて，コンテキストの定義について述べ，コンテキ

ストとして考慮すべきテキストの範囲に関する予備

実験結果を示す．1章ではコンテキストを考慮した

重要箇所抽出方法について述べ，2章においてその

評価実験の結果を示す．+章で関連研究を紹介し，3

章で本研究をまとめ，今後の課題を示す．

� ハイパーリンクのコンテキスト

ハイパーリンクを辿る場合のコンテキストを定義

するため，補助的な定義を行う．4�5* 文書を任意

の 4�5* タグで区切り，タグ以外の各文字列をテ

キストブロックと呼ぶ．アンカータグ ��� ～ ����

内のテキストブロックのことを特にアンカーテキス

トと呼ぶ．あるアンカーテキスト � とテキストブ

ロック � との距離 �6�� � 7 を，� から � までの

間に存在する 4�5* タグの数として定義する．

4�5* 文書内のあるアンカーテキストを �

とし，その前後にあるテキストブロック列を

��� ��� � � � � ����� �� ����� � � � � �� とする．コンテキ

ストとして考慮するテキストブロックの範囲を � と

する．� � , である．アンカーテキスト � の範囲

� のコンテキスト �6�� �7 を次式で定義する：

�6�� �7 8 � � ��� � �6�� ��7 � ��

すなわちコンテキスト �6�� �7とは，アンカーテキ

スト � と，� との距離が � 以下のテキストブロッ

クの集合である．

我々は，コンテキストとして適切な範囲 � を知

るため，次のような予備実験を行った．表 & に示

表 0' コンテキストの評価

コンテキストの範囲 �

, & 0 1 2 + その他

������� ++ 23 02 9 , , &3

��� ���� 33 &. . + , , &0

合計 &0& 31 1& &2 , , 0:

す 0 つのサイトのトップページは，合計 0+. 個の

ハイパーリンク（アンカーテキスト）を含んでい

る．各アンカーテキスト �� に対し，コンテキスト

�6��� ,7� � � � � �6��� +7を生成し，これらから，コン

テキストとしてふさわしい �6��� �7 を選んだ．こ

こで，コンテキストとしてふさわしいかどうかは，

実際に人間がリンクを辿る際にコンテキストと考慮

しているテキストブロックを判断基準とした．その

結果を表 0に示す．表中の各要素は，コンテキスト

としてふさわしいテキストブロックの数を表してい

る．例えば，������� のコンテキストの範囲が ,

のとき ++個というのは，コンテキストとして考慮

するテキストブロックがアンカーテキストのみと判

断したリンクが ++個あったことを表す．また，そ

の他とは，コンテキストの範囲が 3以上の場合，ま

たはコンテキストとしてふさわしいテキストブロッ

クが無い場合である．

表 0の結果は，アンカーテキストの前後の 1ブロッ

クをコンテキストとして考慮すれば，�������の

場合は &+, 個のリンクのうち &12個 6:9�1;7につ

いて適切なコンテキストを生成することが可能であ

り，��� ��� の場合は &,.個のリンクのうち 9+個

6::�.;7について適切なリンクを生成することが可

能であることを示している．

� コンテキストを考慮した重要箇
所同定法

我々の提案する重要箇所同定法の概要を図 &に示

す．入力として，リンク元ページとリンク先ページ，

それらのページを結ぶリンクとを与える．次に，そ

のリンクからコンテキストを生成する．我々の手法

では，先の予備実験の結果から，範囲 1のコンテキ
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図 &' 本手法の概要

ストを生成する．その後，リンク先ページを解析し，

コンテキストと最も関連性のある部分箇所を特定し，

それをリンク先ページの重要箇所として出力する．

本節では，リンク先ページの解析と，重要箇所の特

定方法について説明する．

��� リンク先ページの解析

リンク先ページにおける重要箇所を特定するため，

まずリンク先ページのすべてのテキストブロックに

ついてその重要度を算出する．テキストブロックの

重要度とは，そのテキストブロックに出現する単語

の重みの総和として表現される．まず単語の重みに

ついて定義し，その後テキストブロックの重要度を

定義する．

単語の重み付け

単語の重み付けには，�<��=<法を用いる．リンク

先ページのテキストブロックの総数を 	 とし，テキ

ストブロック 
における単語 �の出現数を ��6
� �7，

単語 � が出現するテキストブロック数を 
�6�7 とし

たとき，テキストブロック 
 における単語 � の重

み �� � �� 6
� �7 は次式により定義される．

�� � �� 6
� �7 8 �� 6
� �7� ���
�


�6�7
6&7

ここで，重み付けされる単語は，各テキストブロッ

クから抽出した名詞のみとする�．

�日本語形態素解析ソフトとして茶筅 � ! を利用した．

テキストブロックの重要度

テキストブロックの重要度は，テキストブロック

に出現する単語の重みの総和として定義する．テキ

ストブロックに含まれる名詞の数を � とし，テキ

ストブロック 
 における � 番目の名詞を �� とする．

テキストブロック 
 の重要度 �6
7 は次式で与えら

れる．

�6
7 8
��

���

�� � �� 6
� ��7 607

テキストブロックが長くなればなるほど，そのテキ

ストブロックは名詞を多く含むので重要度は大きな

値となる．一般に，テキストブロックに重要な単語

が含まれ，かつ，テキストブロックが長いものほど

重要度が高くなるといえる．

��� 重要箇所の出力

前節で定義したテキストブロックの重要度とリン

ク元のコンテキストとの関連度を調べることにより，

リンク先 ��� ページにおける重要箇所を特定する．

コンテキスト � とテキストブロック 
 との関連

度 �6�� 
7を次式で定義する：

�6�� 
7 8 � 6�� 
7� �6
7 617

ここで � 6�� 
7 は，コンテキスト � に含まれるす

べての名詞がテキストブロック 
 に出現する総数を

表す．我々は，重要度の高いテキストブロックであ

り，かつ，コンテキストに含まれる名詞を多く含む

テキストブロックほどコンテキストと密接な関係に

あると考えた．

リンク先 ��� ページのすべてのテキストブロッ

クについて，コンテキストとの関連度を求め，最も

高い関連度をもつテキストブロック 
� を決定する．

ところで，近年多くの ��� ページでは，レイ

アウトのために 4�5* のテーブルタグ�����	�


���	���
 ������
 �����
 ����
 ����


���� を利用している．さらに，多くの場合におい

て，最も大きな面積を占めるセル（セルとは����

タグで囲まれたもの）が，その ��� ページの重

要箇所であるとが多い．例えば >���?��	�
 は，

ニュースサイトから新聞記事を収集し，要約を自

動作成する要約システムであるが，このシステム

は新聞記事を自動収集する際，���ページの最も

1
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図 0' コンテキストの有効性

大きなセルの中で +&0 文字を超えるものを新聞記

事と考えて抽出している @1A．

そこで本研究では，
�を含むセルをその���ペー

ジの重要箇所として出力する．
� がセルに含まれ

ていない場合は��� ページ全体を出力する．逆に，

セルが入れ子になっている場合は，
� を囲む ����

タグのうち，
� に最も近いセルを出力する．

我々は重要箇所の抽出のためにコンテキストとテ

キストブロックとの $関連度%を用いたが，テキスト

処理においてよく利用されている尺度である $類似

度% を利用する方法も考えることができる．一般に

テキスト同士の類似度とは，各テキスト中に出現す

る単語の重みのベクトルの内積等で定義されること

が多い� しかしリンクを辿る行為は，リンク元ペー

ジには無い情報をリンク先ページから得ることであ

るため，一概にコンテキストとリンク先ページのテ

キストブロックの類似度の値が大きければ良いとは

いえない．そこで本手法では，コンテキストに含ま

れる名詞を多く含んでいるテキストブロックほど重

要であるという尺度を採用した．

� 実験結果

表 &の 0つのサイトについて本手法を適用し，重

要箇所の同定を行った．また比較のために，コンテ

キストを全く考慮しない単純な重要箇所の同定法

についても実験を行った．その手法では，リンク先

ページのテキストブロックの重要度が最も大きなテ

キストブロックを含むセルを重要箇所として出力す

る．重要箇所がすべて抽出できた場合を評価 B と

図 1' 入力���ページ："���# の例

図 2' 出力結果："���# の例

し，全く抽出できなかった場合を評価C とした．そ

の他の場合評価 ? である．本手法は重要箇所とし

て &つのセルのみを出力するため，重要箇所が複数

のセルに存在する場合，評価 ?もしくは評価 Cと

なる．

�������，���の各サイトのトップページから，

それぞれランダムにリンクを 2, 個選び，リンク先

��� ページの重要箇所を抽出させて評価を行った．

実験結果を図 0 に示す．各サイトについて，左側は

コンテキストを考慮しない単純な手法の結果であり，

右側がコンテキストを考慮した手法の結果である．

評価Bについては，両手法において大きな違いは

ない．これは，重要箇所が & つのセルに収まってい

るような ��� ページに関しては，コンテキストを

考慮せずテキストブロックの重要度のみに基づいた

抽出手法であっても有効であることを示している．

一方，評価?についてはコンテキストを考慮した手

法のほうが優れていることが分かる．重要箇所が複

数のセルに分かれる場合，コンテキストを考慮する

ことが重要であることがわかる．

また，本手法を +つのニュースサイトに適用した

結果を表 1 に示す．それぞれのサイトにおいて 0,

個のリンクについて実験を行った．ただし，それら

2
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表 1' ニュースサイトにおける評価
サイト名 リンク数 ()* 評価 B 評価 ? 評価 C

������� 0, �		�'--�����������- 0, , ,

"B4DD# EBFB> 0, �		�'--������������/�- 0, , ,

>�GG�� >�� 0, �		�'--����������/�- 0, , ,

����	� ���� 0, �		�'--����	�����/�->���- 0, , ,

読売新聞社 ���
	� 0, �		�'--���������
�����/�-���
	�- 0, , ,

図 +' 入力���ページ：������の例

図 3' 出力結果：������の例

のリンクは全てニュースの見出しであり，リンク先

ページはその記事の全文であるようなリンクを選ん

だ．我々の手法は，どのサイトにおいても正しく重

要箇所を抽出できていることが分かる．

図 1～3は，実験結果の例である．図 1の左側は

"B4DD#EBFB> のトップページであり，そのペー

ジにあるハイパーリンク $&,9 市長が決定へ統一地

方選の後半戦開票% を辿ったページが右側である．

図 2は，右側ページにおける重要箇所を抽出した結

果である．また同様に>�GG���>��について，ハ

イパーリンク $衆院東京 3区，民主・小宮山氏が初

当選% について実験を行った結果が図 +� 3である．

� 関連研究

本研究では，コンテキストを，アンカーテキスト

と，そのアンカーテキストからの指定の距離内にあ

るテキストブロックの集合として定義した．そして

そのコンテキストと最も関連度の高いリンク先の

テキストブロックを含むセルを重要箇所として出力

する．

アンカーテキストの前後の文字列を利用して，リ

ンク先を特徴付けている研究として�
��らの研究が

ある @&A．彼らは，��� ページを自動分類する際に，

カテゴリーの名前付けにリンク元 ��� ページのア

ンカーテキストの前後の文字列（アンカーテキスト

を含めて 0+文字；拡張アンカーテキスト 6��	�����

����
 	��	7と呼ぶ）を用いている．

またリンク先を ��� ページを特徴付ける研究と

して，荒木らは，アンカーテキストの前後の文字列

ではなく，���ページのリンク集からリンクに関連

のある見出し語を抽出し，リンク先ページの特徴と

して情報検索に応用している @0A．

� まとめ

本論文では，ハイパーリンク周辺のテキストをコ

ンテキストとして考慮し重要箇所を特定する手法を

提案した．我々の手法は，特にニュースサイトにお

いて有効であった．今後の課題として以下の点が挙

げられる．

6&7 コンテキストの改善 ' 本研究で定義したコン

テキストは，距離が近いものから順に加えていくた

め，全く関係のないテキストがコンテキストと加え

+
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られる場合がある．従って，コンテキストに加える

テキストブロックを制限することで，重要箇所の抽

出結果を改善できると考えられる．

607 テキストブロックの重要度の改善 ' 本研究で

は，リンク先ページの各テキストブロックの名詞に

ついて，�<��=<法により重み付けをしている．し

かし，全ての名詞に重み付けする必要はない．例え

ば，ニュースサイトでは，「ニュース」「新聞」等の

単語はあまり必要ではない．一般に文書は，文字列

が長くなるほど名詞を多く含むので，今回の手法で

は各テキストブロックの重要度と長さは比例するこ

とになる．そのため，不要語となる単語を考慮する

必要がある．

617 セルによる重要箇所抽出法の改善 ' 本研究で

は，重要箇所を抽出する際，リンク先ページから重

要度の最も高いテキストブロックを発見し，そのテ

キストブロックを含むセルを抽出している．しかし，

実験で用いたニュースサイトのように，テーブルタ

グによるレイアウトを使っている���ページでは

本手法は有効であるが，そうでない���ページで

は別の抽出法を検討する必要がある．例えば，関連

度の高いテキストブロックをある閾値に基づいて抜

き出すことも考えられる．
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